
 

スタッフ便り  
 

従来の市中のフリーWi-Fi や、宿泊施設の無線 LAN には、セキュリティ上の問題が多数指摘さ

れ、実際に犯罪も起きていたのに、長年に渡って改善がほとんど見られませんでした。大学等で

は約 20 年に渡って、安全性の高い eduroam が浸透してきました。市民一般向けにも同様の無線

LAN ローミングシステムが欲しいという話が初期の頃からあり、それがやっと結実したのが 2020

年、Wireless Broadband Alliance (WBA)による OpenRoamingです。国内では、2017年よりロー

ミング基盤の導入で先行していた京都市、長野市などに続いて、OpenRoamingが始まってからは、

東京都や函館市、姫路市、神戸市、北海道小清水町、大阪府などの自治体 Wi-Fi や、全国の宿泊

施設、商業施設などにも導入されて、広域での社会実装が始まったところです。全国どこでもと

はまだ言えない規模ですが、世界的には北米に次ぐ規模の先行事例になりました。5G/6G や衛星

通信みたいに華々しいものではありませんが、公衆無線 LAN は、インターネットへの出入口にな

る身近で重要なインフラです。より多くの自治体や店舗オーナー、事業者が協働し、社会実装が

進むことを願っています。(後藤英昭) 

 

先日、宝くじのＣＭを目にし、以前に、購入した宝くじを自宅の神棚に保管したまま忘れてし

まい、気付いたときには換金期限を経過していたため、残念ながら一等の高額当選金を手にする

チャンスを逃してしまった方とお話しする機会があったことを思い出しました。 

驚きと好奇心にあふれて色々と伺った中で、特に印象に残ったのは、宝くじが期限切れになっ

ていたことを報告した際、「神棚に置いていた結果であれば、私達が手にすべきお金ではないと

いうことだから、これで良かったのだ」と穏やかに微笑まれたという奥様のエピソードでした。 

果たして私は、家族の同様の失態に対して、かの奥様のように寛大な言葉をかけて達観した対

応ができるだろうかと自問してみたところ、身内であっても、購入した人だけの物である宝くじ

にも関わらず、自分も所有者であるかのように「失態」や「寛大」という言葉を使っている時点

で、その境地には達していないなという結論に至りましたが、皆様はいかがでしょうか。（R.S） 

 

【サイバーサイエンスセンタースタッフ異動のお知らせ】 

2024.10.1 転出 

髙橋 慧智 助教（大阪大学 D３センター准教授へ） 
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